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研究要旨： 

【背景】肝炎医療コーディネーターは高度かつ複雑な業務をこなすことが多く、本人の

モチベーションが重要である。最近では、モチベーションに類した概念として「働きが

い」（ワークエンゲイジメント）がある。肝炎医療コーディネーターのワーク・エンゲ

イジメントに関して調査する。 

【方法】肝炎医療コーディネーターへのヒアリング、筆者の医療機関経営支援の経験、

文献等の考察を中心に検討する。 

【結果】ワーク・エンゲイジメントでは、仕事に対する「熱意」「没頭」「活力」の 3つ

が満たされている心理状態が満たされることが重要であり、高め方には「仕事の資源」

「個人の資源」の 2 資源を考える必要がある。 

【結語】肝炎医療コーディネーターに関して、本人たちのモチベーション向上にワー

ク・エンゲイジメントの視点を付け加えることで、提供する業務の質の向上と辞めにく

い環境づくりに資する可能性が高いと考える。 

A. 研究目的 

近年、肝炎医療コーディネーターの活躍

の幅が広がっている。肝炎についての正し

い知識の普及啓発、ウイルス肝炎感染者へ

の不当な差別防止のとりくみ、肝炎ウイル

ス検査陽性者への受診勧奨、患者サロン、患

者会等の紹介等、極めて多岐にわたる業務

があり、いずれの業務も多くの患者にとっ

て必要不可欠であり、同時に、大きな心の支

えとなっている。肝炎医療コーディネータ

ーが、その高度かつ複雑な業務をこなすた

めには本人のモチベーションが重要である

ことは論を待たない。また、最近では、モチ

ベーションに類した概念として「働きがい」

（ワーク・エンゲイジメント）が脚光を浴び

ている。 

今回は、ワーク・エンゲイジメントの視点

から肝炎医療コーディネーターのあり方に

ついて研究する。 

B. 研究方法 

肝炎医療コーディネーターへのヒアリン

グ、筆者の医療機関経営支援の経験、文献等

の考察を中心に検討する。 

 

C. 研究結果 

ワーク・エンゲイジメントという尺度は、

オランダ・ユトレヒト大学の Schaufeli 教

授らによって、2002 年に確立されたもので

あり、今日まで様々な研究者による学術研

究が蓄積されている。Schaufeli 教授による

ワーク・エンゲイジメントの定義は、「仕事

に関連するポジティブで充実した心理状態

であり、活力、熱意、没頭によって特徴づけ

られる。エンゲイジメントは、特定の対象、

出来事、個人、行動などに向けられた一時的

な状態ではなく、仕事に向けられた持続的

かつ全般的な感情と認知である」とされて

いる。また、仕事に対する「熱意」「没頭」
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「活力」の 3 つが満たされている心理状態

とも言われている。 

① 活力：仕事中の高い水準のエネルギー

や心理的な回復力、仕事に費やす努力

をいとわない気持ち、困難な状況に直

面した時の粘り強さなどがある状態 

② 没頭：仕事にのめり込んでいる時の幸

福感、時間が早く経つ感覚、仕事から頭

を切り離すのが難しい感覚などがある

状態 

③ 熱意：仕事に強く関与し、仕事に意味を

見出し、熱中し、誇りを持ち、挑戦しよ

うという意欲を感じている状態 

つまり、ワーク・エンゲイジメントは、仕

事に関連するポジティブで充実した心理状

態として、「仕事から活力を得ていきいきと

している」（活力）、「仕事に誇りとやりがい

を感じている」（熱意）、「仕事に熱心に取り

組んでいる」（没頭）の３つが揃った状態と

いえる。ワーク・エンゲイジメントが高い人

は、仕事に誇りとやりがいを感じ、熱心に取

り組み、仕事から活力を得て、いきいきとし

ている状態にあるといえる。 

厚生労働省「令和元年版労働経済の分析」

から、日本の我が国のワーク・エンゲイジメ

ント・スコアは、他国と比較して、相対的に

低い状況にあることが分かっている。日本

における働き方は、“ワーカホリック”的に

半ば義務的な長時間労働が美徳とされ、働

きがいが置き去りにされてきた感が否めな

い。肝炎医療コーディネーターにおいても、

日常業務を兼務しつつ、時間をかけて真摯

に患者に向き合い続けた結果、自己犠牲的

に労働時間の増大が発生している可能性も

否定できない。責任感が強いあまり、働きが

いを犠牲にしている肝炎医療コーディネー

ターが存在する場合、長期的な業務継続に

支障を来たしかねないことを念頭に考える

必要があろう。 

一般的にワーク・エンゲイジメントの高

め方には大きく 2 つの資源が重要と考えら

れている。 

A) 仕事の資源 

残業時間を削減したり、仕事量の負担

を減らしたり、仕事に対する負担感に

よる悪影響の緩和が挙げられる。まさ

に、働き方改革の本丸であろう。これを

進めるためには、上司の理解、チームメ

ンバー間のタスクシフト・シェア、業務

に対する裁量権の向上、新たな業務へ

のトレーニングの機会などを検討する

必要がある。 

B) 個人の資源 

ポジティブな心理的状態を生み出すた

めの個人内面の資質や特性のことを指

す。自己効力感や楽観性、レジリエンス

（困難を乗り越える力）などが挙げら

れる。個人の資源と仕事の資源は密接

に関わっていることが分かっており、

仕事の資源の向上が個人の資源の向上

につながる場合もある。もちろん、個人

のストレス耐性の向上、自己実現への

キャリア相談など多岐にわたる取組み

も同時並行して進める必要もある。 

 

特に、「仕事の資源」のチーム間の理解や

タスクシェア・シフトは、チーム医療を進め

ていく際には極めて重要と考えられ、肝臓

専門医等の寄り添い型リーダーシップによ

る肝炎医療コーディネーターへのサポート

や権限委譲等が肝要であろう。 

以上より、2つの資源の視点から、肝炎医

療コーディネーターのワーク・エンゲイジ

メントに着目し、働き方やあり方を見直し

ていくべきと考える。 

 

D. 考察 

医療界にも労働人口の減少の時代は迫っ

てきており、優秀な人材、特に優秀な肝炎医

療コーディネーターを確保し定着化しても

らうことは急務である。そのために、働きが

いのある職場づくりを目指し、そこで働く

肝炎医療コーディネーターのワーク・エン

ゲイジメントの向上をはかることは優先順
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位が高いと考えられる。医療機関経営者や

チーム医療のリーダーは、肝炎医療コーデ

ィネーターが仕事に夢中になれる（＝ワー

ク・エンゲイジメントを高い状態）環境を構

築することに対する意識を向上していく必

要があり、そのような環境を与えてくれる

医療機関や組織に対しては、肝炎医療コー

ディネーター自身がワーク・エンゲイジメ

ントの高まりを自覚し、継続的に活躍する

ことが考えられる。 

 

E. 結論 

 活躍の場が広がる肝炎医療コーディネー

ターに関して、本人たちのモチベーション

向上にワーク・エンゲイジメントの視点を

付け加えることで、提供する業務の質の向

上と辞めにくい環境づくりに資する可能性

が高いと考える。 
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F. 政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

なし 

 

＜研究活動に関連した実務活動＞ 

 医療機関向けの人的資源管理の設計 

 医療機関向けの院内連携の仕組みづく

り 

 医療機関向けの人的マネジメントに関

する研修実施 

 

G. 研究発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 
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